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平
成
19
年
度

当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議

　

3
月
2
日
か
ら
3
月
14
日
ま
で
の
13
日

間
の
会
期
で
「
平
成
19
年
第
1
回
和
木
町

議
会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、報
告
2
件
、

諮
問
1
件
、
議
案
26
件
、
発
議
2
件
、
意

見
書
案
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
1
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
2
号

和
木
町
国
民
保
護
計
画
の
制
定
に
つ
い

て
諮
問
第
1
号
【
可　

決
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
1
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
1
0
2
，
1
1
2
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
3
，
8
3
1
，

0
1
3
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
2
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

予
算
の
総
額
に
8
，
9
7
0
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
6
9
2
，
6
1
4
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
3
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

予
算
の
総
額
に
1
，
8
0
5
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
3
3
7
，
8
9
4
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
4
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
2
2
，
9
0
0
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
6
1
1
，

2
8
8
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
5
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
の
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
7
，
5
0
9
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
3
6
3
，
9
7
7
千

円
と
す
る
も
の

議
案
第
6
号
【
可　

決
】

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

議
案
第
7
号
【
可　

決
】

和
木
町
交
通
災
害
共
済
条
例
等
を
廃
止

す
る
条
例

議
案
第
8
号
【
可　

決
】

和
木
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
9
号
【
可　

決
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
10
号
【
可　

決
】

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
11
号
【
可　

決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
12
号
【
可　

決
】

和
木
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
13
号
【
可　

決
】

和
木
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
14
号
【
可　

決
】

和
木
町
環
境
美
化
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
15
号
【
可　

決
】

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
16
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
4
，
1
7
5
，
2
5
6

千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
17
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
6
5
2
，
3
4
4
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
18
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
7
5
，
4
1
5
千
円
と

す
る
も
の

議
案
第
19
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
0
1
，
1
9
7
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
20
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

予
算
の
総
額
を
6
0
2
，
8
5
7
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
21
号
【
可　

決
】

平
成
19
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
7
0
，
7
0
5
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
22
号
【
可　

決
】

和
木
町
道
路
線
の
廃
止

議
案
第
23
号
【
可　

決
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更

議
案
第
24
号
【
可　

決
】

岩
国
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議

議
案
第
25
号
【
可　

決
】

周
陽
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
26
号
【
可　

決
】

玖
珂
地
方
老
人
福
祉
施
設
組
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議

発
議
第
1
号
【
可　

決
】

和
木
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

発
議
第
2
号
【
可　

決
】

和
木
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

意
見
書
案
第
1
号
【
採　

択
】

原
爆
症
認
定
制
度
を
抜
本
的
に
改
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
書
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― かんがえよう　みんなでつくる　まちづくり ―

　

4
月
8
日
は
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
、
4
月
22
日
は
和
木
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
山
口
県
や
和
木
町
の
進

路
を
決
め
る
人
を
選
ぶ
、
身
近
で
極
め
て

大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
公
正
で

明
る
い
選
挙
を
心
が
け
て
、
あ
な
た
の
大

事
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
、
前
回
ま
で
は
、
旧
玖
珂
郡
区
、
定

数
2
人
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
は
岩
国
市
玖
珂
郡
区
と
な
り
、
議
員

定
数
5
人
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間

　

い
ず
れ
の
選
挙
も
、
7
時
か
ら
20
時
ま

で
で
す
。

投
票
場
所

　

投
票
場
所
は
、
有
権
者
あ
て
に
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
く
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方

【
県
議
会
議
員
選
挙
】

● 

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
昭
和
62
年
4
月
9
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
18
年
12

月
29
日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

● 

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
投
票
日
ま
で
に
山
口
県
内

の
他
の
市
町
に
住
所
を
移
転
し
た
方
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
住
所
の
移
転
は

一
回
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

は
、
移
転
先
の
市
町
に
居
住
し
て
い
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

※ 
投
票
す
る
日
ま
で
に
、
山
口
県
外
に
転

出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
町
議
会
議
員
選
挙
】

● 

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
昭
和
62
年
4
月
23
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
19
年
1

月
16
日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※ 

投
票
す
る
日
ま
で
に
、
和
木
町
外
に
転

出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

就
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
し
て
い
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、

下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
県
議
会
議
員
選
挙
、
町
議
会

議
員
選
挙
と
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
の
色
は
次
の
と
お
り

で
、
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
入
場

券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

県
議
会
議
員
選
挙　

青
色

町
議
会
議
員
選
挙　

み
ど
り
色

● 

投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
方
で
も
、
次

に
該
当
す
る
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▲ 

県
議
会
議
員
選
挙
で
、
投
票
す
る
日
ま

で
に
山
口
県
外
に
転
出
し
た
方

▲ 

町
議
会
議
員
選
挙
で
、
投
票
す
る
日
ま

で
に
和
木
町
外
に
転
出
し
た
方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

選
挙
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

【
県
議
会
議
員
選
挙
】
4
月
7
日
㈯
ま
で

【
町
議
会
議
員
選
挙
】

 

4
月
18
日
㈬
〜
4
月
21
日
㈯

時　

間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場　

所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
入
場
券
（
届
い
て
い
る

場
合
）
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

ま
た
、
和
木
町
以
外
の
市
町
村
に
滞
在

し
て
お
ら
れ
る
方
や
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
入
院
、入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

不
在
者
投
票
制
度
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

代
理
投
票

　

文
字
の
書
け
な
い
方
や
身
体
の
障
害
等

に
よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記

入
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
も
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
へ
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　

県
議
会
議
員
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙

と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
ご
と
に
、
町
内

26
箇
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置

し
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊
し
た
り
、

貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た
り
す
る

と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
示
板
が
壊
れ
て
い
た
り
、
ポ

ス
タ
ー
が
破
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
と

き
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

開　

票

【
県
議
会
議
員
選
挙
】

日　

時
▼
4
月
8
日
㈰
20
時
50
分
〜

【
町
議
会
議
員
選
挙
】

日　

時
▼
4
月
22
日
㈰
20
時
50
分
〜

開
票
場
所
▼
い
ず
れ
も
体
育
セ
ン
タ
ー

選
挙
に
関
す
る
お
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
0
6
）

4
月
8
日 

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
4
月
22
日 

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
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　平成19年度和木町の当初予算が、和木町議会3月定例会において可決されました。

今年度予算の大きな特徴として、町民の皆さまの念願でありました「JR新駅の設置」とい

う大事業に向けた経費が盛り込まれています。

　また、人件費などの経常的経費は、退職者の不補充や特別職給料のカット継続などによ

り、大きく削減されています。

　それでは、今年度の和木町の予算について、具体的に、質問形式でみていきましょう。

平成19年度

和和和
木
町
の 予予予算

A1. 予算の総額は61億7,777万4千円になります。内訳は下表のとおりです。一般会計が前年度
比12.2%と大きく増額となっていますが、これは駅設置に伴う建設的経費の増大によるものであり、建

設的経費を除いた比較では、3.9%の減となっています。

各会計の予算総額 単位：千円

会計名 平成19年度 平成18年度 差引 伸び率（%）

一般会計 4,175,256 3,722,380 452,876 12.2

特別会計 2,002,518 1,943,477 59,041 3.0

合　　計 6,177,774 5,665,857 511,917 9.0

※一般会計……税金を主な収入とし、福祉や教育などまちの基本的な事業にかかる経費の会計。

※特別会計…… 国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、保険料など特定の収入によりま

かなわれ、一般会計と区分して経理する会計。

Q1.今年度の予算の総額は？
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A2.今年度の収入（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。

Q2.どんな収入があるの？

〈税金〉
　一番大きな割合を占めているのが

税金です。このうち約67%は法人（企

業）からの税金となっており、和木

町が企業に支えられていることがう

かがえます。

〈諸収入等〉
　次に大きな割合を占めているのが

諸収入等です。この中に、新駅整備

のための寄付金等が含まれています。

〈地方交付税〉
　他の市町村では、地方交付税が大

きな割合を占めていますが、和木町

は税金が多く入るため、わずかな額

しかもらうことができません。

※自主財源……和木町が自主的に収入する財源
※依存財源…… 国や県から交付されたり、割り当てられたりし

て収入する財源

A3.下のグラフは予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。

Q3.どんなことに使われるの？

〈人件費〉
　人件費については、前年度比▲2.4%
の減額となっています。これは、退職に
伴う職員数の減によるものです。

〈公債費〉
　借金の返済に充てる経費のことです。

〈扶助費〉
　児童手当や福祉医療費等のことです。

〈補助費等〉
　各種負担金や補助金等のことです。

〈繰出金〉
　一般会計から特別会計への補てん
金のことです。

〈投資的経費〉
　公共施設を整備するための経費の
ことで、新駅整備にかかる経費が含
まれています。※義務的経費・・・ 人件費や公債費、扶助費など、支出が義務

付けられ、任意に削減できない経費のこと。

税金 1,661,662 
39.8%

諸収入等 1,404,822 
33.6%繰入金 139,478 

3.3%

国・県補助金 371,623 
8.9%

借金 255,600  6.1%

地方譲与税等 159,674  3.8%

自主財源 80.3%

地方交付税 35,001  0.8%

使用料及び手数料 
127,396  3.1%

繰越金 20,000 
0.5%

依存財源 19.7%

公債費 407,541 
9.8%

その他 712,604  17.1%

義務的経費 31.2%

人件費 685,203  16.4%

扶助費 207,572 
5.0%

投資的経費 
923,100  22.1%

物件費 605,506 
14.5%

補助費等 328,895  7.9%繰出金 304,835  7.3%

単位：千円

単位：千円
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A4.総合計画の6つの項目ごとに主な事業を紹介します。

●町民と共に創るまちづくり
・ 出前公聴会の実施

行政と町民が一体となって「ふるさと和木町」をいかに創り上げてい

くかを共に考えます。

●ふれあいあふれるまちづくり
・  わき愛あいフェスティバル、ローズフェスタ、蜂ヶ峯クロスカントリ

ー大会などのイベントに対しての補助。

●活力に満ちたまちづくり
・ 商工振興特別融資制度の実施、和木町商工会等への補助。

●健やかに暮らせるまちづくり
・  障害者扶助料の支給、福祉タクシーの利用助成、敬老金の支給、児童

手当の乳幼児加算支給、AED（自動対外式除細動器）の公共施設への

配備。

●安全で快適なまちづくり
・ 斎場の内装改修工事　301万円

・ 山口県総合防災情報ネットワーク構築事業負担金　2,207万円

・ JR新駅整備事業　5億3,097万円

・ 駅前広場等の整備　1億7,128万円

・ 巡回バスの購入　1,050万円

・ 中道の道路改良工事　7,000万円

●豊かな心を育むまちづくり
・ 中学校校舎の建替えにかかる実施設計　1,800万円

・ 中学生の海外派遣（ホームステイ）事業

・ 不審者情報を迅速に保護者などに知らせるためのメール配信サービス

事業

・ 学校安全ボランティアの夏服や腕章、子ども110番の家の反射プレート

等の購入

・ コミュニティセンターの耐震診断、及びリニューアル基本計画の作成

●その他
・ 庁舎電算システムの更新

戸籍の電算化を含め、将来の電子自治体を見据えたシステムを構築し

ます。

Q4.どんな事業があるの？

ふるさ
と

和 !!木
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4
月
1
日
付
け
で
、西
村
澄
子
さ
ん（
和

木
3
丁
目
）
が
新
た
に
、
下
組
中
開
地
区

の
民
生
児
童
委
員
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
生
活
上
、
困
難
な

問
題
が
生
じ
た
と
き
に
「
悩
み
ご
と
を
聞

く
」、「
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
」、「
行
政
機
関
等
と
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
す
」な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

西村　澄子さん

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
消
防
団
長
に
吉
岡

勝
徳
さ
ん
（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）
が
任
命
さ

れ
、
副
団
長
に
は
天
羽
正
人
さ
ん
（
和
木

2
丁
目
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

吉
岡
さ
ん
は
現
在
勤
続
40
年
で
、
副
団

長
を
2
期
勤
め
ら
れ
、
消
防
団
長
と
し
て

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
羽
さ
ん
は
現
在
勤
続
30
年
で
、
第
一

分
団
（
和
木
）
の
分
団
長
を
約
5
年
勤
め

ら
れ
、
副
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
消
防
行
政
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
退
団
さ
れ
た
、
藤
川
前
消
防
団

長
は
8
期
歴
任
さ
れ
51
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉岡　勝徳さん

天羽　正人さん

動
す
る
な
ど
、
そ
の
役
割
は
大
変
重
大
な

も
の
で
す
。
使
命
感
、
責
任
感
あ
る
若
者

を
求
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
が
行
う
仕
事
の
苦

情
や
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

「
行
政
相
談
員
」
に
も
4
月
1
日
付
け
で

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
第
3
木
曜
日
の
10
時
〜
12
時
の

間
、
町
民
相
談
室
（
議
会
棟
1
階
）
で
定

例
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
松
本　

和
孝
さ
ん

（
自　

宅
☎
53

－

3
1
9
5
）

（
相
談
室
☎
52

－

1
6
1
6
）

松本　和孝さん

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
、
松
本
和
孝
さ

ん
（
和
木
5
丁
目
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
19
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
21
年
3
月
31
日
の
2
年
間
で
す
。

　

自
衛
隊
は
国
の
安
全
保
障
と
い
う
重
大

な
任
務
の
ほ
か
、
災
害
時
に
は
住
民
の
人

命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
復
旧
活
動
に
出

月
1
日
付
け
で
、
岡
内
章
二
郎
さ
ん
（
瀬

田
3
丁
目
）
が
山
口
県
知
事
か
ら
「
く
ら

し
の
相
談
員
」と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
の
こ
と
で
お
困
り
の
と
き

は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岡
内
章
二
郎
（
瀬
田
3
丁
目
）

（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

企
画
総
務
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

岡内章二朗さん

　

消
費
者
の
方
が
「
お
か
し
い
な
」
と
思

っ
た
り
、「
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
」

な
ど
の
苦
情
・
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
4

民
生
児
童
委
員
に
西
村
さ
ん
を
任
命

ま
ち
の
話
題

新
消
防
団
長
に
吉
岡
さ
ん
副
団
長
に
天
羽
さ
ん

ま
ち
の
話
題

行
政
相
談
員・自
衛
官
募
集
相
談
員
に
松
本
さ
ん

ま
ち
の
話
題

暮
ら
し
の
相
談
員
に
岡
内
さ
ん

ま
ち
の
話
題
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4
月
1
日
付
で
、
町
長
か
ら
交
通
安
全

指
導
委
員
と
し
て
次
の
3
名
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
、
交

通
安
全
の
啓
発
、
街
頭
指
導
等
に
あ
た
ら

れ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
技
能
講
習
会

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、会
員
の
技
能
向
上
の
た
め
に
、

公
共
施
設
等
の
襖
や
障
子
の
張
替
え
、
庭

木
の
剪
定
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

た
だ
い
ま
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入

会
員
を
募
集
中
で
す
。

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53

－

8
0
5
5
）

林　 一美さん（和木4丁目）
平成11年から委嘱中

会員らによる講習会

増井 幸伸さん（和木4丁目）
平成6年から委嘱中

太田 俊裕さん（和木5丁目）
平成10年から委嘱中

　

3
月
10
日
の
中
学
校
卒
業
式
を
皮
切
り

に
15
日
に
は
幼
稚
園
、
16
日
に
は
小
学
校

で
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
は
、
中
学
校
75
名
、
小
学

校
65
名
、
幼
稚
園
78
名
が
学
び
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中学校卒業式 答辞を述べる有吉君

小学校卒業式 幼稚園卒園式

交
通
安
全
指
導
委
員
を
委
嘱

ま
ち
の
話
題

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

ま
ち
の
話
題

希
望
を
胸
に
新
た
な
学
び
舎
へ

ま
ち
の
話
題
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3
月
6
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
上
岡
宗
三
会

長
）
主
催
の
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
親
睦

会
」
が
開
催
さ
れ
、
67
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
演
に
は
管
理
栄
養
士
の
弘
津
公
子
先

生
を
お
招
き
し
「
い
き
い
き
食
生
活
の
す

す
め
」
と
題
し
た
「
健
康
を
保
つ
食
生
活
」

の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
昼
食
会
に
は
、
古
木
町
長

も
出
席
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
、
用
意

さ
れ
た
お
弁
当
は
、
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
（
西
﨑
節
子
会
長
）
の
方
々
の
手
作

り
の
お
弁
当
。

　

昼
食
後
に
は
、マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
や
、

童
話
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
大

変
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

親睦会のようす

　

こ
の
総
会
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
子

ど
も
の
見
守
り
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
平
成
19
年
度
の
活
動
の
あ
り
方
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
終
了
後
、
山
口
県
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
芝
英
明
先
生
の

講
習
会
を
受
講
、
他
地
区
の
現
状
や
会
の

円
滑
な
運
営
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
▼
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
事
務
局
教
育
委
員
会
内

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

　

3
月
22
日
、
文
化
会
館
で
「
わ
き
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
総
会
」（
重
本
正
明
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式

　

3
月
10
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成

18
年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了

式
」
が
行
わ
れ
、
修
了
生
24
名
を
代
表
し

て
軟
式
野
球
部
の
島
本
佳
輝
君
が
指
導
者

や
保
護
者
の
方
々
に
お
礼
の
言
葉
を
伝
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
了
生
か
ら
下
級
生
に
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
活
動
が
よ
り
発
展
す
る
よ
う

に
と
、
団
活
動
で
必
要
と
な
る
用
具
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

修
了
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

和
木
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

期　

日
▼
3
月
15
日

場　

所
▼
蜂
ケ
峯
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

曙
A
チ
ー
ム

準
優
勝　

曙
B
チ
ー
ム

第
3
位　

瀬
田
チ
ー
ム

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

期　

日
▼
3
月
11
日

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

 

（
敬
称
略
）

男
子
A
級
優
勝濱

砂　

博
之
、
宮
本　

勝
文

男
子
B
級
優
勝白

井　

邦
正
、
福
田　
　

茂

男
子
C
級
優
勝三

分
一
重
厚
、
中
村　

将
之

女
子
A
B
級
優
勝

嘉
屋
真
奈
美
、
無
津
呂　

恵

女
子
C
級
優
勝長

﨑　

貞
子
、
松
下
三
代
子

女
子
D
級
優
勝斉

藤
久
美
子
、
加
藤
佐
登
美

和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会

期　

日
▼
5
月
5
日
㈷

場　

所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
費
▼
9
，
0
0
0
円
（
パ
ル
付
の

み
。
食
事
代
・
乗
用
カ
ー
ト
代
別
）

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
7
，

0
0
0
円
（
同
右
）

参
加
費
▼
1
，
5
0
0
円

定　

員
▼
42
組
（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
4
月
2
日
㈪
〜
4
月
16
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

2
8
1
1
）

S
P
O
R
T
S・ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者
ど
う
し
親
睦
を
深
め
る

ま
ち
の
話
題

わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
総
会
開
催

ま
ち
の
話
題
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み
んな
の笑
顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶ
ん”
輝く生涯

学
習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算349号

わき あい愛
就
学
時
子
育
て
支
援
講
座

「
見
直
そ
う
!

子
ど
も
の
生
活
」

　

2
月
20
日
、
和
木
小
学
校
（
濱
﨑
次
朗

校
長
）
の
入
学
説
明
会
に
合
わ
せ
新
入
学

の
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
講
座

を
実
施
。
講
師
と
し
て
、
岩
国
中
央
幼
稚

園
の
中
邑
隆
哉
園
長
が
講
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
お
話
の
中
で
現
代
の
子
ど
も
の
生
活

習
慣
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

運
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
生
活
を

心
掛
け
る
こ
と
や
ゲ
ー
ム
が
子
ど
も
の
脳

に
与
え
る
影
響
。
そ
し
て
、
食
事
や
お
手

伝
い
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
な
ど
、
実
際
の
生
活
に
則
し
た

内
容
で
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
の
し
つ
け
」
に
関
し

て
「
3
つ
の
心
」「
6
つ
の
し
つ
け
」「
9

つ
言
葉
」「
文
12
」「
こ
と
わ
り
15
」
と
そ

れ
ぞ
れ
の
年
齢
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

親
と
し
て
必
要
な
し
つ
け
を
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

「
十
歳
ま
で
に
親
が
子
ど
も
を
守
り
正
し

く
し
つ
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
子
か
ら
社
会

を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
。」
と

い
う
お
話
を
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に

子
育
て
を
さ
れ
る
保
護
者
に
と
っ
て
は
大

変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

「
意
見
交
換
会
」

　

3
月
7
日
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
の
主
催
で

町
内
各
子
ど
も
会
の
代
表
者
と
町
子
連
執

行
部
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
の
町
子
連
主
催
行
事
や
育

成
者
・
指
導
者
の
研
修
会
等
の
報
告
、
決

算
報
告
、
来
年
度
の
行
事
予
定
な
ど
の
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
は
各
単
位
子
ど
も
会
の
取

り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
、
活
発
に
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
児
童

数
の
減
少
に
伴
い
活
動
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
子
ど
も
会
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
育
成
者
の
工
夫
に
よ
っ
て
行
事
を

企
画
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
子

ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
有
意
義
で
効
果

的
な
も
の
に
し
て
い
く
事
例
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

「
と
び
出
し
注
意
!
」「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
!
」

　

和
木
町
で
は
、
第
4
次
総
合
計
画
の
一

環
で
「
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

先
の
関
々
バ
イ
パ
ス
の
開
通
や
道
路
環

境
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
町
内
で
も
車

両
を
中
心
に
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
ろ
う
と
町
内

10
箇
所
に
「
と
び
だ
し
注
意
」
と
「
ス
ピ

ー
ド
落
と
せ
」
の
看
板
を
貼
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
子
ど
も
た
ち
に
注
意
を
促
す
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
子
連
が
昨
年
度
の
「
わ
き

愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
出
店
し
た

模
擬
店
の
売
上
金
に
よ
り
設
置
し
た
も
の

で
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
も
交
通
マ
ナ
ー
を

守
り
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

就学時子育て講座のようす

町子連意見交換会

設置された看板
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〈CD〉
☆HOME/Mr.children

☆BEST～BOUNCE&LOVERS～/倖田來未

☆ダブル ドライブ/井上陽水奥田民生

☆威風堂々/秋川雅史

☆Aベストアルバム2－WHITE&BLACK－/浜崎あゆみ

☆EVOLUTION/EXILE

〈一般書〉
『覚悟の人　小栗上野介忠順伝』 佐藤雅美著

『建てて、いい？』 中島たい子著

『家日和』 奥田英朗著

『千年樹』 荻原浩著

『朝日のようにさわやかに』 恩田睦著

『八日目の蝉』 角田光代著

『月島慕情』 浅田次郎著

『回転木馬』 柴田よしき著

『十日えびす』 宇江佐真理著

『失われた探険家』 パトリック・マグラア著/宮脇孝雄訳

〈児童書・絵本〉
『わたしのおばあちゃん』 ヴェロニク・ヴァン・デン・アベール

文/クロード・K・デュボア絵/野坂悦子訳

『はみがきクイーン』 令丈ヒロ子著/姫川明絵

『パパだいすき』 セバスチャン・ブラウン作・絵

『はる・なつ・あき・ふゆ　いろいろのいえ』 ロジャー・デュボ

アザン作・絵/山下明生訳

『図書館へ行こう！　図書館クイズ』

『みんなおなじでもみんなちがう』

 奥井一満文/得能通弘写真

図書
館行
事案内＆新着CD・図書

あな
たの
読み
たい本

・聴きた
いCDがきっと見つかります。お気軽においで下さい。
新着CD： ☆　印
新着図書：『　　』

図書館ホームページアドレス　http://www.waki-toshokan.jp/

4月の休館日　2日㈪・9日㈪・16日㈪・23日㈪・29日㈷・30日㈪

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時

▲

4月21日㈯
10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会「ぴのきお」
対象者

▲

幼児・小学生
場　所

▲

図書館絵本のコーナー
問合せ

▲

図書館（☎54－0222）

図書館に来る時は『図書カード』も忘れずに

　5月1日より、カードを忘れた方の資料の貸出には、本人確認のため身分

証明の提示をお願いするようにします。

　貸出をスムーズにするためカードを持参するようお願いします。

　なお、カードの再発行も5月より受け付けます。（くわしくは図書館窓口まで）
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日　時▶5月20日㈰9時～15時
　　　※ 延期の場合は27日㈰
　ローズフェスタ実行委員会では下記の内容
で参加を募集しております。是非皆様の参加
をお待ちしております。
★ローズフェスタ綱引き大会 参加チーム募集
① 仲良しグループ対抗（中学生以上男女混
成チームでも可）参加料▶1,000円
職場・地域の団体・仲良しグループ等の8
人でチームを作り参加してください。

② ちびっ子チーム対抗（小学生チームとする）
（各スポーツ少年団・子ども会）等の8人
チームを作り参加してください。
ちびっ子チームについては参加料は無料

申込み期限▶4月27日㈮
★フリーマーケット出店者募集
（飲食物の出店はできません）
1区画　1,500円（町内の方）
1区画　3,000円（町外の方）
★ステージ企画募集中
★ロックinROSE　出演バンド募集中
場　所▶キャンプ場内特設ステージ
問合せ▶商工会（☎53－2066）

参加資格▶ 県内に居住または県内の事業所に
勤務されている方

※ チーム全員が、日常的に四輪、自動二輪、
原付を運転されている方に限ります。期間
中はメンバーの交替はできません。
募集コース・参加費▶
オフィス・コース1チーム5人（3,500円）、
ファミリー・コース1チーム3人（2,100円）、
シルバー・コース（全員が65歳以上）1チー
ム3人（2,100円）
募集期間▶4月23日㈪～6月29日㈮まで
実施期間▶ 7月4日㈬～11月30日㈮までの150

日間
申込み方法・募集要領については担当まで
問合せ▶企画総務課（☎52－2135内線307）

2007ローズフェスタin蜂ヶ峯

無事故・無違反コンテスト募集！！
「～2007セーフティードライブチャレンジ150～」
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開放日▶5月4日㈮みどりの日

開放場所▶和木町側小瀬川河口

　下の入漁証を切り取り、持参のうえ、アサリ

漁をお楽しみください。

　なお、エイ等の被害により収穫はあまり見込

めない状況です。また、資源保護のために稚貝

は持ち帰らないようにご理解とご協力をお願い

します。

問合せ▶住民サービス課（☎52－2135内線205）

ア サ リ 開 放 日
　蛍の生息する瀬田川沿いの竹林でタケノコ掘

りの体験を通じて竹文化や竹林の適正な管理に

ついて勉強してみませんか？

主　催▶竹林ボランティア和木

日　時▶4月21日㈯9時～15時（予定）

場　所▶瀬田分館

募集人数▶先着30名

参加費▶大人500円、子ども（小学生以下）300円

申込み期限▶4月16日㈪

問合せ▶住民サービス課（☎52－2135内線204）

※詳細は参加者に別途通知します。

竹林ボランティア和木交流会

⑲
開
放
日
　
平
成
1
9
年
5
月
4
日
㈮
み
ど
り
の
日

開
放
場
所
　
和
木
町
側
小
瀬
川
河
口

※
お
願
い
：
 小
瀬
川
河
口
は
み
ん
な
の
大
切
な
漁
場
で
す
。
資
源
保

護
の
た
め
に
稚
貝
は
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
概
ね
3cm
以
下
）

ま
た
、
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

注
意
　
i　
 開
放
場
所
付
近
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
道

路
は
駐
車
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
車
で
の
来
場
は
お

や
め
く
だ
さ
い
。

ii    こ
の
入
漁
証
は
1世
帯
1枚
で
す
。
ア
サ
リ
入
漁
の
際
に
は

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
紛
失
さ
れ
て
も
再
発
行
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

和
木
漁
業
協
同
組
合

ア
サ
リ
入
漁
証

キリトリ キリトリ
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予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

ポ
リ
オ
の
み
集
団
接
種
、
そ
の
他
は
医
療
機
関
で

行
う
個
別
接
種
で
す
。
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時

に
、
下
記
の
と
お
り
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
接
種
方
法
〉

実
施
期
間
▼
対
象
年
齢
の
期
間
中

実
施
場
所
▼
ポ
リ
オ
の
み
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

そ
の
他
は
町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

※ 

県
内
で
あ
れ
ば
下
記
の
医
療
機
関
以
外
で
も
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
乳
幼
児
及
び
学
童

予
診
票
▼
和
木
町
の
予
診
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
ず
接
種
前
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

費　

用
▼
公
費
負
担
の
た
め
無
料

持
っ
て
い
く
も
の
▼
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※ 

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年
5
月
に
予

防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
が
否
定
で
き
な
い
重
症

例
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
た
め
積
極
的
に
は
勧
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
日
本
脳
炎
が
心
配
、

あ
る
い
は
感
染
の
可
能
性
が
高
い
と
こ
ろ
な
ど
で

は
、
定
期
接
種
と
し
て
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52

－

7
2
9
0
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈予防接種の種類と対象〉
種　　類 対　象　年　齢 標準的な接種年齢 回　　数 場　所

ポリオ

生後3～90ヶ月未満 生後3～18ヶ月 6週間以上あけて2回 保
健
相
談

セ
ン
タ
ー

※ ポリオは春（4月・5月）と秋（9月・10月）に集団接種にて実施します。日程は広報「わき」
または母子保健カレンダーにてご確認ください。

BCG 生後6ヶ月未満 生後3～6ヶ月 1回

町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

ジフテリア
百日せき
破傷風

1期初回：生後3～90ヶ月未満 生後3～12ヶ月 3～8週間あけて3回
1期追加：生後3～90ヶ月未満

（1期初回接種（3回）終了後、6ヶ月以上の間隔
をおく）

1期初回接種（3回）
終了後、12～18ヶ月 1回

二種混合 2期：11歳以上13歳未満 小学6年生 1回

麻しん
（はしか）
・
風しん

1期：生後12～24ヶ月未満 1歳の誕生日後
なるべく早目に 1回

2期：5歳以上7歳未満で、小学校就学の始期に
達する日の1年前の日から当該始期に達する
日の前日までの間

年長時 1回

日本脳炎

1期初回：生後6～90ヶ月未満 3歳 1～4週間あけて2回
1期追加：生後6～90ヶ月未満
（1期初回終了後、概ね1年おく） 4歳 1回

2期：9歳以上13歳未満 小学4年生 1回

〈予防接種を行う医療機関〉
地　　区 医 療 機 関 電　　話

山口県

和木町 木村医院 52 － 2302
中村クリニック 53 － 8100

岩国市

後藤小児科医院 21 － 3586
毛利小児科 23 － 6677
豊岳小児科医院 24 － 9255
岩国病院 41 － 0850
高田内科小児科医院 43 － 2888
岩国みなみ病院 32 － 4100
ひろいし小児クリニック 32 － 7000
国立病院機構岩国医療センター 31 － 7121
ふじもと小児科 39 － 1105

広島県 大竹市

国立病院機構広島西医療センター 57 － 7151
荒田クリニック 53 － 4100
山根クリニック 52 － 3356
二階堂医院 53 － 7655

※予約が必要な場合がありますので、直接医療機関にご確認ください。

保
健
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

13



牛薄切り肉 .............480g
食塩 ................ 小さじ1/5
こしょう .....................少々
ごぼう ......................120g
にんじん ....................60g
小松菜 ....................180g

黄色パプリカ ............ 1個
もやし ......................120g
ブロッコリー .............180g
しょうゆ .............大さじ1
ゆず汁 .............大さじ2

元気アップ教室のお知らせ

健 康 カ レ ン ダ ー（4月16日～ 5月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
4月16日㈪
～21日㈯ 総合健診 申込み済みの方 指定受付時間

保 セ
23日㈪ 子宮がん検診 申込み済みの方 指定受付時間

25日㈬
1歳6ヶ月児健診 平成17年9月～10月生まれ

12：45～13：00
3歳児健診 平成16年3月～ 4月生まれ

26日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00
27日㈮ 健康相談 一般の方 9：30～10：30 体 育 セ ンター

5月 7日㈪ 健康相談 一般の方 9：30～10：00 関 ヶ 浜 分 館
8日㈫ 育児学級 乳幼児とその保護者の方 14：00～15：30

保 セ
10日㈭

健康相談 一般の方 9：30～10：30
妊婦さんのつどい 妊婦とその家族 10：00～11：30
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 体 育 セ ンター

11日㈮ ポリオ 平成11年11月12日～
平成19年2月11日生まれ 13：30～14：20 保 セ

保セ・・・保健相談センター
※4月19日㈭は総合健診のため、プレイルームはお休みです。

食推さんのおすすめメニュー

（材料6人分）牛肉の五色巻

●作り方

季節の野菜を色どりよくたっぷりとお肉で巻いてください。
野菜摂取不足の解消に。 （食推6班　古木聡子）

アロマテラピーで生活に癒しを。ストレス解消
にも最適！
日　時▶5月18日㈮10時～11時30分
場　所▶保健相談センター
テーマ▶『春とともに若返る』
準　備▶材料費500円・タオル2枚
申込み▶5月11日までに保健相談センターへ

（☎52－7290）
※先着15名で締め切ります。

総合健診のお知らせ
　総合健診を申込みされた方にはすでに受診票
のセットをお配りしました。必ず開封して、内
容を確認してください。特に通知書には、指定
の受付日・受付時間を記載していますので、都
合が合わない場合は健診の3日前までに保健相談
センターへご相談ください（☎52－7290）。
健診車（バス）が4台駐車しますので、保健相談
センター付近は駐車できません。お車でのご来
場はご遠慮ください。（駐車スペースが少なく、
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいた
します。）
〈その他の注意事項〉
・ 受診票にはすべて鉛筆、またはシャープペンシ
ルで濃く記入してください。（基本健診は、マー
クシート方式です。65歳以上の方で基本健診を
受ける方は、受診票の裏面「生活機能評価問診
票」の記入も必要です。）

・ 健診料金はつり銭が要らないように、準備して
くださいますようご協力をお願いします。

・ 詳しくは添付の「健診の正しい受け方」を、お
読みください。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

ⓐ

①下準備
牛肉・・・1枚ずつ広めに切り
（10cm）、塩、こしょうをしておく。
ごぼう・人参・小松菜・黄色パプリ
カは、それぞれ12cm長さに揃えて
切り、下茹でして水気を切る。
もやし・・・生のまま使用する。
ブロッコリー・・・飾りとして小房
に分け、茹でておく。

②野菜を肉で巻き、焼く
肉を広げ、①の野菜を手前にのせ、
きつめにくるくる巻きつける。
テフロン加工のフライパンを熱
し、肉の巻き終わりをまず焼きつ
け、ころがしながら焼く。焼き上
げた肉を二等分にして器に盛り、
茹でブロッコリーを添える。

③ゆずしょうゆをつけていただく
ⓐを合わせてゆずしょうゆを作る。

斜めに2等分する

ごぼう

にんじん

小松菜黄色パプリカ

塩 こしょう

12㎝
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各

種

相

談

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
4
月
19
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

 

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心

配

ご

と

相

談

　

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

 
（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精

神

保

健

相

談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

平
成
19
年
度
交
通
事
故
相
談

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
の

救
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
常
設
の
事
故

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
▼
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日

は
除
く
）
8
時
30
分
〜
17
時

山
口
県
交
通
事
故
相
談
所

山
口
市
小
郡
下
郷
3
5
6
0

－

2

山
口
県
交
通
セ
ン
タ
ー
内

 

（
☎
0
8
3

－

9
7
3

－

2
3
1
6
）

山
口
県
交
通
事
故
岩
国
相
談
所

岩
国
市
山
手
町
1

－

18

－

13

岩
国
市
役
所
山
手
庁
舎
内

 

（
☎
21

－

0
5
9
3
）

そ

の

他

平
成
19
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
▼
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

日　

時
▼
6
月
17
日
㈰

場　

所
▼
岩
国
市
内
及
び
県
内
各
地

受
付
期
間
▼
4
月
9
日
㈪
〜
4
月
20
日
㈮

受
験
資
格
▼
甲
種
お
よ
び
丙
種
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す
。
甲
種
は
、
一
定
の
資
格

が
必
要
で
す
。

危
険
物
取
扱
者
準
備
講
習
会

乙
種
第
4
類
対
象　

5
月
31
日
、6
月
1
日

受
験
手
続
▼
い
ず
れ
も
、
消
防
本
部
、
消

防
署
、
消
防
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

 

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
・
医
療
費
な
ど
必
要

な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

《
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
》

1
．
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

2
．
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、

次
の
措
置
を
受
け
た
方
な
ど
、
生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
方
に
準
ず
る
程
度
に
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
方
。

⑴ 

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
世
帯

⑵
市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

⑶ 

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
世

帯
（
児
童
手
当
で
は
な
い
）

⑷ 

国
保
・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
世
帯

⑸ 

そ
の
他
の
理
由
で
、
生
活
状
態
が
極
め

て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

提
出
期
限
▼
4
月
25
日
㈬

問
合
せ
・
申
込
先
▼
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
が
変
わ
り
ま
す

　

4
月
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

岩
国
市
水
道
局
が
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、和
木
地
区
の
お
知
ら
せ
が
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
、

都
市
建
設
課
に
、
使
用
水
量
に
関
す
る
こ

と
は
、岩
国
市
水
道
局
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
6
）

岩
国
市
水
道
局 

（
☎
22

－

1
1
9
5
）

日　

時
▼
5
月
27
日
㈰
8
時
〜

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
6
月
2
日
㈯
に

延
期

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

日　

時
▼
10
月
14
日
㈰
8
時
〜
（
予

定
）
雨
天
の
場
合
は
10
月
21
日
㈰

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

春
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地

対
策
等
交
付
金
に
よ
り
、
中
開
遊
園

地
の
整
備
と
公
民
館
瀬
田
分
館
内
に

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー

カ
ー
の
柱
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

中
開
遊
園
地
（
和
木
3
丁
目
）
は
長

年
に
わ
た
り
町
が
個
人
の
方
か
ら
借

地
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
、
地
域
の

防
災
機
能
向
上
の
た
め
平
成
18
年
度

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金

を
利
用
し
て
、
同
遊
園
地
の
西
側
（
総

合
福
祉
会
館
側
）
5
5
0
㎡
を
町
が

買
い
取
り
、
災
害
発
生
時
に
は
付
近

の
方
が
避
難
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
、

ま
た
平
常
時
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
公

園
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
防

災
緑
地
広
場
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
石
油
貯
蔵
施
設

立
地
対
策
等
交
付
金
に
て
整
備
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現
在
、
町
内
で
多
数
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
た
と
き
の
対
処
法

・ 

イ
ノ
シ
シ
を
攻
撃
・
威
嚇
し
た
り

せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し

な
が
ら
離
れ
る
。

・ 

犬
の
散
歩
中
に
出
会
っ
た
と
き

は
、
犬
を
遠
ざ
け
る
。

・ 

イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
そ
う
な
場
所

を
通
る
と
き
は
声
や
音
を
出
し
て

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

畑
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ

・ 

屋
外
に
生
ゴ
ミ
な
ど
を
放
置
し
な

い
。

・ 

や
ぶ
を
好
む
の
で
、
休
耕
地
や
山

際
の
雑
草
を
刈
り
取
り
、
見
通
し

を
よ
く
す
る
。

・ 

畑
に
葉
な
ど
の
野
菜
ク
ズ
を
放
置

せ
ず
、
土
に
埋
め
る
か
コ
ン
ポ
ス

ト
を
活
用
す
る
。

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら
の
農
作

物
へ
の
被
害
を
な
く
す
た
め
に
田
畑

の
防
護
柵
の
設
置
費
用
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
畑
周
辺
に
ト
タ

ン
を
設
置
し
た
時
な
ど
で
す
。

対　

象
▼
田
畑
の
防
護
柵
の
新
設
や

補
修
に
要
し
た
資
材
費
（
補
修
は
設

置
3
年
以
降
）

補
助
率
▼
資
材
費
の
50
％
以
内
（
上

限
2
万
円
）

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

イ
ノ
シ
シ
に
ご
用
心
く
だ
さ
い

縦覧できる方▶
町に固定資産税を納めている方、または、その
代理人（委任状が必要）
※ 自己資産に関する固定資産税の課税内容につ
いては、4月中旬頃に送付予定の「固定資産（土
地・家屋）明細書」でも確認できます。
　縦覧・閲覧などにお越しになる際には本人確
認できるもの（運転免許証・納税通知書など）、
代理人は委任状、借地・借家人の場合は、契約
書などの権利が確認できるものをご持参くださ
い。
縦覧期間▶4月2日㈪～5月1日㈫
 8時30分～17時15分
 ※土・日曜日及び祝日を除く
場　所▶税務課
手数料▶閲覧・証明については手数料がかかり
ますが、縦覧期間中の納税義務者本人の閲覧に
ついては無料です。
問合せ▶税務課（☎52－2135内線213）

平成19年度固定資産税台帳
の縦覧について 　町では、平成20年4月採用の職員採用試験の

実施を予定しています。

　6月頃、募集要項等の詳細を決定する予定で

す。なお、詳細が決定いたしましたら、町ホー

ムページおよび、広報で再度お知らせいたします。

試験職種

事務職 .................. 若干名

技術職（建築） ..... 1名程度

社会福祉士 .......... 1名程度

受験資格

事務職▶

　昭和57年4月2日以降に生まれた方で、高等学

校以上の学校卒業者、または来年3月卒業見込

みの方。和木町内に居住している方、または居

住予定の方

技術職（建築）▶

　昭和47年4月2日以降に生まれた方で、1級建

築士または2級建築士資格を取得している方。

和木町内に居住している方、または居住予定の方。

社会福祉士▶

　昭和47年4月2日以降に生まれた方で、社会福

祉士資格を取得している方。普通自動車免許を

取得している方。和木町内に居住している方、

または居住予定の方。

第1次試験日▶9月16日㈰

受付期間▶7月上旬から受付を開始する予定です。

採用予定日▶平成20年4月1日

問合せ▶企画総務課（☎52－2135内線306）

町職員の募集を予定しています

　広報わきに掲載された写真をご希望の方に無
料でさしあげます。
問合せ▶企画総務課（☎52－2135内線311）

広報写真さしあげます

　現在、町内全域の町営住宅の入居申込みを停
止しております。
問合せ▶都市建設課（☎52－2135内線412）

町営住宅からのお知らせ
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　花のある美しいまちなみ、皆が住んで
よかったと思えるまち、住んでみたいと
思えるまちをめざします。
　一人ひとりの小さな役割で快適で魅力
あるまちづくりをすすめましょう!参加者
には、花を植えたプランターを配布しま
すので、交通のさまたげにならない場所
に設置し、お世話をしてください。また、
年2回（春・秋）苗を配布いたします。
募集期間▶4月16日㈪～5月11日㈮
 　※応募多数の場合は先着順
募集個数▶200個
配布予定▶6月上旬
申込み・問合せ▶和木町快適環境まちづく
り町民会議事務局（住民サービス課内）

（☎52－2135内線204）

和木町花のまちづくり活動推進事業
対象者▶自主的に参加し、自発的に行う
営利を目的としない活動で社会貢献性を
持ち、継続的に行っている団体または行
う意志があると認められる町民活動団体
事　業▶1.花壇事業
 2.フラワーストリート事業
条　件▶
①5㎡以上の花壇であること。
②公道に面している場所であること。
③所有者の使用許可を受けていること。
④ フラワーストリート事業については、
概ね20m以上の連続する花壇であるこ
と。
⑤地域の景観に沿うものであること。
補助対象▶花の種子・苗及び肥料の購入
にかかる経費
申込み期間▶4月～5月
補助金▶ 2,000円/㎡で、全体経費の5/10

～9/10、1団体年間1回の補助
申込み・問合せ▶和木町快適環境まちづくり
町民会議事務局（住民サービス課内）
 （☎52－2135内線204）

わき花のまちづくり参加者募集!

交付できる証明書
住民サービス課▶住民票の写し、住民票の除票の写し、
印鑑登録証明書
税務課▶町県民税関係証明書、固定資産税関係証明
書、納税証明書
予約受付時間▶8時30分～16時
交付時間▶17時15分～20時（月曜日～金曜日）
※土・日曜日及び祝祭日：9時～20時
問合せ▶☎52－2135（住民サービス課内線206・税務
課内線202）FAX（52－7277）
eメール▶住民サービス課 jumin@town－waki.jp
税務課▶zeimu@town－waki.jp
※ FAX及びeメールによる予約は、電話確認をさせて
いただきます。
交付場所▶役場当直室
※ 受領は印鑑と本人確認のための免許証等が必要です。
交付手数料▶1通200円

夜間・休日交付を実施中
（事前に電話等で予約してください。）

　「緑の募金」は「緑の募金法」に基づいて、皆さま
の自発的なご協力により集められる寄付金です。こ
の寄付金は、地域の緑化活動や学校の環境緑化など
に使われます。
　和木町ではこの事業をとおして「わき愛あいフェ
スティバル」で「花の苗の無料配布」を行っています。
誰もが参加できる身近なボランティア活動ですので、
町内の公共場所に設置してある募金箱に募金をお願
いします。
募金期間▶5月14日㈪まで
問合せ▶住民サービス課（☎52－2135内線205）

緑の募金スタート！

NEW花のまちづくりが
はじまります!
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　これまでは、自己負担分（医療費の3割また
は2割）を全額支払い、2ヶ月後に申請により限
度額を超えた額が還付されていましたが、4月
からは「限度額適用認定証」を医療機関に提示
することで窓口での支払が限度額までとなります。
　医療費の自己負担限度額は、所得区分により
異なります。
自己負担限度額（月額）

所得区分 3回目までの限度額 4回目以降の
限度額

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

一般世帯 80,100円+（医療費‒
267,000円）×1% 44,400円

上位所得者 150,000円+（医療費‒500,000円）×1% 83,400円

※注意
入院が決まったら、あらかじめ保健福祉課の
国保の窓口に申請し「限度額適用認定証」の
交付を受けてください。
保険料を滞納していると、「限度額適用認定
証」の交付が受けられない場合があります。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2135内線207）

4月から、70歳未満の人が入院したとき
の窓口での医療費負担が軽減されます

●和木町心身障害者扶助料
支給額▶16万円（年額）
対象者▶20歳以上で、身障手帳1・2級及び療
育手帳A・B所持者、及び精神障害者で国民
年金法施行令別表に規定する方で在宅の方
※公的年金受給者は半額
●和木町児童福祉年金
支給額▶8万円（年額）
20歳未満で、身障手帳1・2級または療育手帳
A所持者
支給額▶7万円（年額）　
20歳未満で、身障手帳3級または療育手帳B所持者
※ 今月は、障害者扶助料及び児童福祉年金前期
分の支給月です。民生委員の方がお届けいた
しますので、お受け取りください。

問合せ▶保健福祉課（☎52－2135内線208）

障害者扶助料・児童福祉年金
支給制度

拡充内容▶3歳未満の乳幼児の養育者に対する
児童手当の額を、第1子及び第2子について倍増
し、一律1万円/月となりました。
0歳以上3歳未満の児童の養育者に対する児童手当

（現行） （改正）
第1子、第2子
月額5千円

月額1万円
（倍増）

第3子以降
月額1万円

月額1万円
（現行どおり）

　なお、3歳以上の児童の児童手当の額、支給
対象年齢および所得制限限度額については、現
行どおりです。
※ 今回の改正では、受給者から特段の手続きを
行う必要はありません。
　 詳しくは、保健福祉課にお問い合わせください。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2135内線210）

4月1日から
児童手当制度が拡充

　20歳以上であれば、学生の方も国民年金に加
入しなければなりません。しかし、ほとんどの
方は所得がありません。そこで、学生本人の所
得が一定額以下であれば、親の所得に関係なく
在学期間中の保険料を社会人になってから納め
ることができる「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資
格期間には算入されますが、年金額の計算には
反映されません。
　また、障害や死亡といった不慮の事態におけ
る障害基礎年金・遺族基礎年金についても、受
給資格期間に算入されます。受給資格要件を満
たしていれば、満額の障害基礎年金・遺族基礎
年金を受け取ることができます。
申請手続き▶学生納付特例制度を申請するに
は、承認を受ける必要がありますので、在学証
明書または学生証を持参してください。
　この申請は、前年の所得を確認して決定され
ますので年度ごとに申請が必要となります。
承認期間▶4月から翌年の3月です。
※ 申請の届出が遅れた場合でも4月までさかの
ぼって特例を受けることができます。

問合せ▶保健福祉課（☎52－2135内線207）

学生納付特例制度を
ご存知ですか？
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地球温暖化とは？Part1
■温室効果ガスの役割

　これまで地球の平均気温は約15℃に保たれ、人や動物にとっ

て住みよい環境をつくりだしてきました。平均気温が保たれて

きたのは、大気中に「温室効果ガス」と呼ばれる気体が含まれ

ているからです。もし、この温室効果ガスが全くなかったら、

地球の平均気温は-18℃となり、人類は生きていくことができ

ません（図1）。

■地球温暖化はこうして起きる

　ところが今、人間の活動によって温室効果ガスの排出量が伸

び、大気中の濃度がどんどん高くなっています。その結果、太

陽の光から得た熱のうち、地球から宇宙に出ていく割合が小さ

くなり、地表の温度が急速に上昇する「地球温暖化」の現象が

起きているのです（図2）。

　観測記録によると、実際に過去100年間に地上気温が約0.6℃

上昇していることがわかっています。ある評価報告書によると、

このまま地球温暖化が進めば、地球の平均地上気温は1900年

から2100年までの間に1.4～5.8℃上昇すると予測されていま

す。

（資料　山口県地球温暖化防止活動推進センター

http://www.yobou.or.jp/yccca/relate.htm#2）

わき  Net No.1（H19.4）

　今月より「ごみだより」は、「わき環境ネット」に生まれ変わります。「環境」という幅広い分野で

皆さんに情報を提供していきます。まずは、「地球温暖化」について、皆さんにご紹介しましょう。

わき  Netわき  Net環
境

必ず紙ひもで縛って出してください!
　「新聞雑誌」「ダンボール」は、必ず紙ひもで縛って出してください。町民の皆さんが、分別して出した

ものをそのままリサイクルできるように処理をしています。ビニールひもやダンボールについた粘着テー

プは、はがして出してください。

■新聞雑誌の日　 新聞・折込チラシ・雑誌・カタログ・厚紙・包装紙・ノート類などで、はがき以上の

大きさのもの。

■ダンボールの日　ダンボールしか出せません。

問合せ▶住民サービス課（☎52ｰ2135内線205）

ご
み

を出
すときの

ポイント

太陽光

図1／適度な温室効果の場合

赤外線

温室効果ガス

温室効果ガスは、光は
よく通しますが、赤外線
（熱）は適度に吸収し
て閉じ込めてくれます。

太陽光

図2／温室効果ガスが濃い場合

赤外線

温室効果ガス

閉じ込められる赤外線
の量が増えて、地球が
どんどん暖かくなってし
まいます。
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年3月1日現在

総人口    6,596人
 （－16）
世帯数　2,664世帯
 （－1）
和木町の面積　10.56㎢

（－2） （－14）
 3,273人　男 女　3,323人

今 月 の 納 税
町営住宅使用料 ............................4月分

固定資産税 ....................................1期分
　町税などの納税は便利な口座振替をご利用

ください。また、口座振替依頼書は、町内の金融

機関（大竹市については一部）や役場にあります。

問合せ▶税務課（☎52－2135内線203）
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ん　
（
和　
　

木
）

片
原　

忠
雄
さ
ん　
（
大　
　

竹
）

●
見
舞
返
し

秋
山　

正
夫
さ
ん　
（
和　
　

木
）

●
一
般
寄
付

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩　
　

国
）

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
（
和　
　

木
）

ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ　

様

松
並　

節
子
様　
　
（
和　
　

木
）

 

（
）
内
は
旧
職
「
敬
称
略
」

※
副
町
長　

沖
永　

保
之 

（
助
役
）

　

 

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
助

役
に
代
わ
り
副
町
長
が
置
か
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〈
企
画
総
務
課
〉

中
島　

裕
之　

主
事

 

（
都
市
建
設
課
事
務
吏
員
）

〈
税
務
課
〉

嶋
谷　

保
則　

課
長

 

（
議
会
事
務
局
長
）

栗
本　

智
行　

係
長

 
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
係
長
）

〈
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
〉

藤
中　

祥
司　

課
長

 

（
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

與
三
本
高
志　

主
事

 

（
保
健
福
祉
課
事
務
吏
員
）

〈
保
健
福
祉
課
〉

河
内　

洋
二　

課
長

 

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
）

米
村　

浩
一　

主
事

 

（
企
画
総
務
課
事
務
吏
員
）

〈
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
〉

森
本　

康
正　

所
長

 

（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
）

〈
都
市
建
設
課
〉

竹
本　

講
治　

課
長

 

（
保
健
福
祉
課
課
長
）

藤
本　

和
則　

課
長
補
佐

 （
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

坂
本　

啓
三　

係
長

 

（
税
務
課
係
長
）

〈
議
会
事
務
局
〉

上
岡　

孝
光　

局
長

 

（
税
務
課
長
）

〈
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉

小
林　

敏
幸　

所
長

 

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

木
村　

悟
昌　

所
長
補
佐 

 

（
企
画
総
務
課
課
長
補
佐
）

〈
退　

職
〉

石
山　
　

陽

 

（
都
市
建
設
課
課
長
）

西
村　

澄
子

 

（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
）

教
職
員
の
移
動

【
転
出
者
】 

（
）
内
は
転
出
先

和
木
小
学
校

濱
﨑　

次
郎
（
定
年
退
職
）

上
田　

隆
敏
（
情
島
小
学
校
教
頭
）

野
崎　

光
弘
（
玖
波
小
学
校
）

折
出
美
保
子
（
和
木
町
教
育
委
員
会
）

髙
林　

尚
子
（
麻
里
布
小
学
校
）

中
村　

聡
子
（
大
嶺
小
学
校
）

石
谷　

芳
栄
（
有
帆
小
学
校
）

和
木
中
学
校

桒
原　
　

誠
（
大
内
中
学
校
）

佐
田
潤
一
郎
（
山
の
田
中
学
校
）

【
転
入
者
】 

（
）
内
は
前
任
校

和
木
小
学
校

徳
重　

修
司　

校
長

（
光
市
教
委
学
校
教
育
課
主
幹
）

高
田　

和
彦
（
美
和
西
小
学
校
）

中
田
み
ゆ
り
（
玖
珂
小
学
校
）

福
屋　

憲
道
（
高
森
小
学
校
）

井
上　

裕
美
（
秋
月
小
学
校
）

木
嶋
麻
友
美
（
東
小
学
校
）

伊
藤　

加
織
（
新
規
採
用
）

和
木
中
学
校

引
地　

隆
良
（
富
海
中
学
校
）

染
川　

浩
子

（
岩
国
市
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
）

教
育
委
員
会
事
務
局

【
転
出
者
】 

（
）
内
は
転
出
先

村
川　

直
樹
（
恩
田
小
学
校
教
頭
）

【
転
入
者
】

折
出
美
保
子
（
和
木
小
学
校
）

4
月
1
日
付
け

職
員
の
異
動
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